
毎
年
、
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
活
動
に
ご

理
解
・
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
と
共
に
育
て
て
き
た
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ン
プ
も
、
今
年
７
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
地
域
に
定
着

し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
多
く
の
方
々
が

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
支
援
頂
い
て

い
る
こ
と
に
責
任
と
緊
張
を
覚
え
ま
す
。

今
年
は
左
記
の
よ
う
に
、
社
会
貢
献
事

業
を
行
っ
て
い
る
２
団
体
よ
り
、
助
成
金
を

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
私
た
ち

の
取
り
組
み
へ
の
評
価
だ
と
思
い
ま
す
。

５
月
５
日
㈷
･６
日
㈰
に
気
仙
沼
大
島
で

下
見
を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

６
月
17
日
㈰
に
は
東
京
で
も
ス
タ
ッ
フ
会
議

を
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ス
タ

ッ
フ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
長
　
奥
原
幹
雄
）

❶

今年も気仙沼大島キャンプ場にて開催!!

第７回ドリームキャンプ

2018.６.13
№34

一般社団法人
ひかりプロジェクト

ひ
か
り
新
聞

共
生
共
助
の
社
会
を
め
ざ
す

「第 7 回ドリームキャンプ気仙沼大島」は、キリン福祉財団「キリン・地域の
ちから応援事業」、大塚商会「ハートフル基金  復興応援プロジェクト」の２社
２事業より、ご支援をいただくことが決まりました。

キリン福祉財団「キリン・地域のちから応援事業」は、「障害があってもなくて
も、高齢者でも子どもでも、日本人でも外国人でも、同じ地域やコミュニティで
生活する一員として、共に理解し合い・支え合う共生社会の実現を願い、地域に
おける障害児・者、高齢者、子ども等の福祉向上に関わるような幅広いボランテ
ィア活動を実施する団体に対して支援を行う」というものです。

また大塚商会「ハートフル基金  復興応援プロジェクト」は、『東日本大震災に
おいて、これまでさまざまな支援活動を行うなかで、2014 年からは、被災地で
頑張っている団体、または被災地の支援活動を行っている団体を対象に支援活動
を継続しており、社員と会社のマッチングギフトとして長年さまざまな支援活動
に活用してきた「大塚商会ハートフル基金」から、本プロジェクトの理念に合っ
た活動（プロジェクト）に支援金を贈ろう』ということで、ドリームキャンプ活
動が事業理念に合致しているとの高い評価を頂きました。

キリンと言えば、これから暑くなるシーズンには欠かせない清涼飲料やアルコ
ール飲料のメーカーさんです。また大塚商会は、オフィス用品から生活用品や家
電、介護用品まで幅広い品揃えの通信販売「たのめーる」でもお馴染みです。ど
ちらも、私たちの生活を支える良きパートナーとして、公私共にお付き合いさせ
ていただきたいと思います。　　　　　　　　（ドリームキャンプ実行委員会）

一般社団法人ひかりプロジェクトに
ご入会のお願い！

お申し込み・お問い合せは、事務局
までご連絡ください。
どうぞよろしくお願いいたします。

ひかり募金にご協力を！
★ゆうちょ銀行

記号  10890　番号  16718311
★郵便振替

記号番号　00210−2−137823
一般社団法人 ひかりプロジェクト

東北
応援

７月27日㈮
〜29日㈰



「
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」―
昨
年
４
月
、亡
く
な
る
直
前

に
遺
し
た
母
（
繁
美
）
の
言
葉
を
受
け
、『
繁

美
基
金
』を
設
立
し
ま
し
た
。今
回
、そ
の
基

金
を
元
に
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
に
よ
る
大
虐
殺

に
苦
し
み
、
今
も
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ

な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
た
め
に
、
永
続

的
な
自
立
支
援
の
運
動
を
始
め
る
た
め
に
、

人
々
の
生
活
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
「
井
戸

の
設
置
」
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
４
月
４
日
㈬
か
ら
12
日
㈭

ま
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、

①
一
食
一
円
募
金
（
１
９
９
３
年
に
創
設
）
よ

り
１
年
分
の
給
食
費
用
・
図
書
購
入
費
用

な
ど
１
，０
０
０
ド
ル
を
寄
託
す
る

②
繁
美
基
金
の
寄
託
と
澄
ん
だ
お
い
し
い
水

の
井
戸
を
掘
り
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

模
索
す
る

③
大
量
虐
殺
の
あ
っ
た
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー

ル
ド
、
ト
ゥ
ー
ル
・
ス
レ
ン
強
制
収
容
所

な
ど
を
訪
れ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
悲
劇
の
歴
史

を
学
び
、
平
和
構
築
に
つ
い
て
考
え
る

な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
６
名
、
20
代
～
60
代
の
若
さ
溢

れ
る
メ
ン
バ
ー
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
到
着
す
る
と
、
気
温
は

34
℃
。
空
港
で
ク
メ
ー
ル
平
和
の
会
（
Ｋ
Ｐ

Ｏ
）
代
表
の
ク
レ
ッ
ト
・
セ
ッ
タ
さ
ん
、
昨

年
も
一
緒
に
行
動
し
た
ス
タ
ッ
フ
２
名
と
再

会
を
果
た
し
、
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ
て
コ
ン
ポ

ン
チ
ュ
ナ
ン
州
へ
。
車
か
ら
外
を
見
て
、
参

加
者
が
思
わ
ず
「
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば
か
り

み
た
い
…
」。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
線
路
沿
い
で
、
生
活

を
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

翌
日
、
支
援
先
の
小
学
校
を
２
校
訪
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
と
の
再
会
に
心
が
温
か
く

な
り
、
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
こ

と
も
あ
り
が
た
く
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

生
徒
た
ち
は
歌
で
歓
迎
し
て
く
れ
、
私
た

ち
も
日
本
語
の
歌
を
歌
っ
て
交
流
し
ま
し

た
。
図
書
室
で
は
楽
し
く
折
り
紙
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
支
援
し
て
い
る
月
に
一
度
の

給
食
の
時
間
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、

大
き
な
鍋
で
作
ら
れ
た
鶏
雑
炊
を
目
を
輝
か

せ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

❷

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
レ
ポ
ー
ト

─
祈
り
を
か
た
ち
に
─

田
中
真
人

村の住人の方々やKPOメンバーと共に、井戸を掘りました
カンボジア人も日本人も汗をかきながらの共同ワークで、笑顔が絶えませんでした

大きな鍋で給食の鳥雑炊を炊いています

子どもたちと一緒に折り紙をしました

Prak Raing小学校の校長先生と
（左が筆者の田中真人さん）

特別寄稿



今
回
の
訪
問
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
井
戸
掘

り
で
す
。

井
戸
掘
り
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
も
日
本
人

も
、
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
か
き
ま
し

た
。こ

の
地
域
で
は
、
雨
期
に
降
っ
た
大
量
の

雨
を
大
地
が
含
ん
で
お
り
、
大
地
で
ろ
過
さ

れ
た
雨
水
が
井
戸
に
溜
ま
り
、
飲
め
る
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
井
戸
が
で
き
た
こ
と
で
、
野
菜
や
果

物
の
栽
培
が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
少
し
離
れ
た
所
か
ら
、
牛
た
ち
も
水
を

飲
み
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
際
交
流
と
は
、
上
か
ら
下
を
引
き
上
げ

る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
が
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
互
い
が
助
か
り
ま
す
。
お
役
に

立
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
実
践
し
、「
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
、「
あ
た
り
前
が
あ
た
り
前

で
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
び
、
心
温
ま
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
】（
敬
称
略
）

《
東
京
よ
り
》

田
中
　
真
人
（
44
歳
）

田
中
　
隆
一
（
20
歳
）

佐
藤
　
雅
信
（
42
歳
）

大
江
　
　
靖
（
60
歳
）

《
名
古
屋
よ
り
》

鈴
木
　
義
子
（
28
歳
）

奥
田
ゆ
か
り
（
25
歳
）

❸

クワで穴を掘る　すべて手作業！ 掘り出した土や出てくる水をバケツで汲み上げる 皆で協力して深さ４ｍ弱まで掘る

ロープを使い、人力で
コンクリートのパイプを穴に投入

土でパイプと穴の隙間を埋め
周りをコンクリートやレンガで固めて完成

３日間かけて完成した井戸と共に記念撮影
左端がKPO代表のクレット・セッタ氏

井戸ができるまで
① ② ③

④ ⑤ ⑥

カンボジア「ポル･ポト政権の大虐殺」
《悲劇の歴史》

1975年～1979年にあったポル･ポト政権による大虐殺。ポル･
ポトの思想は「原始共産主義」。

階級・格差のない社会を目指し、知識人層は自国には不要とする
考えで、学校、病院、伝統文化、宗教、家族、通貨など、人々が培っ
てきた「文化」と呼ばれるモノは、邪悪な西洋文明に毒されていると
して全て破壊した。

政治家、宗教者、教師、技術者、踊り子、医師、知識人と思われ
ている人たち、メガネをしている、時計をつけている、外国語ができ
る、手が柔らかい（働いていない手）、それだけでみな殺された。

国外にいたカンボジア人たちも、「国の再興のためにあなたたち
の力が必要だ」と呼び集められ、殺された。

《子どもたちの洗脳教育》
5～６歳以上の子どもは親と引き離され、夫婦はもちろん家族が

完全に引き離された。そして子どもたちは、アンカと言われる組織
に、「今のカンボジアをダメにしたのは、知識人である」と徹底的に
洗脳教育された。逆らう可能性のある大人たちよりも、純粋無垢な子
どもたちは重要な仕事を与えられ、大人達を管理、殺すようになる。
教育の恐ろしさ、重要性を感じる。今では都市の発展はめざましい
が、貧富の差が激しくなり、特に農村部では教育環境が整えられてお
らず、学校に行けずに貧困の連鎖が起きている。



３
月
17
日
㈯
に
、
熊
本
県
益
城
町
木
山
上

辻
仮
設
団
地
と
安
永
東
仮
設
団
地
で
、
翌
18

日
㈰
に
は
隣
の
西
原
村
小
森
仮
設
団
地
で

「
餅
つ
き
と
歌
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
概
算
で
す
が
、
木
山
上
辻
と
安

永
東
が
各
40
名
ず
つ
、
小
森
仮
設
団
地
は
50

名
で
し
た
。
ま
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
17
日
・
18

名
、
18
日
・
15
名
で
、
延
べ
23
名
で
し
た
。

こ
れ
ら
３
か
所
で
の
活
動
は
、
昨
年
３
月

の
「
餅
つ
き
と
歌
の
会
」、
９
月
の
「
マ
ッ
サ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」に
続
い
て
３
回
目
で
し
た
。

住
民
の
方
々
は
、私
ど
も「
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、

「
去
年
も
来
て
く
れ
た
ね
！
」と
数
名
の
方
に

言
わ
れ
ま
し
た
。

益
城
町
に
は
仮
設
団
地
が
18
か
所
あ
り
、

木
山
上
辻
、
安
永
東
の
仮
設
団
地
は
そ
れ
ぞ

れ
64
戸
・
43
戸
と
、
比
較
的
規
模
の
小
さ
な

所
で
す
。
最
近
の
様
子
を
伺
う
と
、
自
宅
を

再
建
し
た
り
、
家
族
の
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し

て
い
く
人
が
い
る
反
面
、
み
な
し
仮
設
か
ら

移
っ
て
く
る
家
族
も
あ
る
と
の
こ
と
。
益
城

町
の
町
役
場
が
ち
ょ
う
ど
取
り
壊
し
工
事
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
に

倒
壊
し
た
家
を
撤
去
し
た
更
地
が
目
立
ち
ま

す
。
し
か
し
、
新
築
の
家
は
見
か
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
仮
設
団
地
に
住
む
人
々
の

た
め
に
建
設
さ
れ
る
災
害
公
営
住
宅
は
熊
本

県
の
資
料
に
よ
る
と
益
城
町
で
は
整
備
予
定

戸
数

680
戸
に
対
し
、

358
戸
分
に
つ
い
て
設
計

に
着
手
し
た
段
階
の
よ
う
で
す
。

西
原
村
の
小
森
仮
設
団
地
は
１
か
所
に

ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
５
つ
の
仮
設
団
地

の
集
合
体
で
、
総
数

312
戸
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
は
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
も
う
始
ま
っ

て
お
り
、
西
原
村
で
80
戸
予
定
さ
れ
て
い
る

う
ち
、
57
戸
が
工
事
着
手
済
で
、
今
年
６
月
、

７
月
に
完
成
予
定
だ
そ
う
で
す
。

地
元
の
橋
本
信
一
さ
ん
、
福
岡
の
田
中
佐

百
合
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
１
カ
月
以
上
前

に
ポ
ス
タ
ー
を
集
会
所
に
貼
っ
た
り
、
各
戸

に
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
お
知
ら
せ

を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
同
じ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
子
ど
も
さ
ん
や
ご
婦
人
の
方
々
を
中
心

に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
お
餅
つ
き
を
一
緒

に
し
た
り
、
大
根
お
ろ
し
餅
、
き
な
粉
餅
を

作
っ
て
皆
で
食
べ
た
り
、
ま
た
ご
近
所
に
配

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
歌
の
会
」
で
は
、
横
浜
か
ら
参
加
の
吉
見

文
男
・
美
紗
子
ご
夫
妻
の
指
導
の
も
と
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
伴
奏
、
さ
ら
に
、
地
元
熊
本
の

豊
永
晃
太
郎
さ
ん
の
ギ
タ
ー
伴
奏
も
入
り
、

懐
か
し
い
唱
歌
や
青
春
歌
謡
か
ら
演
歌
ま
で

幅
広
く
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
組
に
分
か
れ
て
の
歌
合
せ
（
交

互
に
一
小
節
ず
つ
違
う
歌
を
、
相
手
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
つ
ら
れ
な
い
よ
う
に
歌
う
ゲ
ー

ム
）、じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
は
現
在
の
被
災
地
の
様
子
を
伝
え
て

い
ま
す
が
、
福
岡
あ
た
り
で
も
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
、実
際
に
は
ほ
と

ん
ど
の
方
が
仮
設

で
の
暮
ら
し
を
今

も
余
儀
な
く
さ
れ
、

次
の
展
望
が
開
け

な
い
中
で
、不
安
に

な
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。

仮
設
で
の
孤
立

防
止
の
取
り
組
み

や
、
見
守
り
、
ま
た

私
ど
も
が
行
っ
た

よ
う
な
交
流
の
活

動
な
ど
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

（
藤
原
眞
久
）

❹

大根おろし餅・きな粉餅を作りました
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ひかり新聞

子どもたちもたくさん来てくれました

エレクトーンとギター伴奏で懐かしい歌も歌いました

熊
本
支
援
活
動
そ
の
３

餅
つ
き
と
歌
の
会

木山上辻・安永東は各２臼、小森は５臼つきました


